
2017/04/19 

富山県立大学・小林 

2017 年度第 1回セミナー・議事メモ 

 

1．日 時： 2017年 4月 19日（火）18：00～20：00 

 

2．場 所： 富山県立大学 環境工学科等 I-318 

 

3．講 師： 矢口直道（金沢大学） 

 

4．テーマ： インド石窟寺院の構造 

       石窟寺院の一般的な構造とデザイン上の特徴 

 

5．参加人数： 13名 

 

6．報告内容 

（1）石窟の紹介 

①造営時期による分類：前期窟と後期窟 

・前期窟：アージビカー教，仏教窟 

・後期窟：仏教窟，ヒンドゥー教窟，仏教・ヒンドゥー教，ジャイナ教 

②機能による分類 

・チャイティヤ 

・ヴィハーラ 

 

（2）石窟の造営：アジャンターを例に 

・ファサードの確保 

・前庭 

 

（3）造形上の特徴 

①制約 

・設計変更，増改築の制限 

・異なるギルドによる制作 

②自由 

・構造体系：力学を無視した造形：木造と石造，さらに壁画装飾の組み合わせ 

・手抜き 

起源：屋外の施設をコピー 


